
平
成
三
十
年
度
予
算
に
お
け
る
国
公
立
大
学
法
人
関
係
予
算
の
充
実
及
び
税
制
改
正
に
関
す
る
決
議 

 
 

我
が
国
社
会
の
活
力
や
持
続
可
能
な
成
長
を
確
か
な
も
の
と
す
る
た
め
に
は
、
自
ら
課
題
を
発 

見
し
解
決
策
を
考
え
新
た
な
価
値
を
創
造
し
て
い
く
た
く
ま
し
い
人
材
の
育
成
、
知
識
基
盤
社
会

に
あ
っ
て
我
が
国
の
持
続
的
な
成
長
を
支
え
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
、
多
様
で
活
力
あ
る
地

方
の
創
生
が
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
の
中
核
を
担
う
の
が
国
の
政
策
と
し
て
全
国
に
配
置
さ
れ
た
国

立
大
学(

大
学
共
同
利
用
機
関
を
含
む)

や
公
立
大
学
を
は
じ
め
と
す
る
高
等
教
育
機
関
で
あ
る
。 

 

国
立
大
学
の
運
営
費
交
付
金
は
平
成
十
六
年
の
法
人
化
以
降
十
年
以
上
に
わ
た
り
削
減
が
続
い

た
が
、
平
成
二
十
九
年
度
に
は
法
人
化
以
降
初
め
て
の
増
額
に
転
じ
、
国
立
大
学
の
担
う
役
割
に

一
定
の
理
解
が
示
さ
れ
た
一
方
で
、
こ
れ
ま
で
の
削
減
累
積
に
よ
っ
て
、
若
手
研
究
者
の
安
定
的

雇
用
や
基
盤
的
な
教
育
研
究
施
設
・
設
備
の
維
持
・
更
新
に
も
支
障
を
来
し
、
多
様
で
独
創
的
な

学
術
研
究
の
推
進
に
困
難
が
生
じ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
公
立
大
学
に
は
地
方
公
共
団
体
が
設
置
す

る
大
学
と
し
て
、
地
域
連
携
機
能
の
強
化
を
は
か
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。 

 

「
人
づ
く
り
革
命
」
の
実
現
に
向
け
、
国
家
戦
略
と
し
て
、
人
材
へ
の
投
資
を
始
め
と
し
た
未

来
へ
の
投
資
を
推
進
し
、
さ
ら
に
、
国
公
立
大
学
が
自
ら
多
様
な
財
源
を
確
保
す
る
た
め
、
平
成

三
十
年
度
予
算
及
び
税
制
改
正
に
お
い
て
は
、
左
記
事
項
の
実
現
に
万
全
を
期
す
べ
き
で
あ
る
。 

 

一
、
国
立
大
学
の
機
能
を
強
化
し
「
知
」
を
基
盤
と
し
た
我
が
国
の
持
続
可
能
な
成
長
に
繋
げ
て
い

く
た
め
、
国
立
大
学
法
人
運
営
費
交
付
金
等
の
基
盤
的
経
費
を
増
額
す
る
こ
と
。
同
時
に
、
公
立

大
学
に
求
め
ら
れ
る
地
域
連
携
機
能
の
強
化
の
た
め
の
支
援
の
充
実
を
図
る
こ
と
。 

 

二
、
国
立
大
学
の
教
育
研
究
施
設
の
老
朽
化
を
解
消
す
る
と
と
も
に
、
イ
ン
フ
ラ
設
備
を
改
善
し
、

安
全
・
安
心
で
国
際
的
に
魅
力
あ
る
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、
国
立
大
学
法
人
等
施
設
整
備
費
補

助
金
等
を
増
額
す
る
こ
と
。 

 

三
、
国
公
立
大
学
附
属
病
院
に
お
い
て
、
高
度
先
進
医
療
の
拠
点
や
地
域
医
療
の
最
後
の
砦
と
し
て

の
機
能
を
十
分
に
果
た
す
た
め
、
必
要
な
財
政
的
支
援
の
確
保
・
充
実
を
図
る
こ
と
。 

 

四
、
世
界
最
高
水
準
の
教
育
力
と
研
究
力
を
結
集
し
た
卓
越
大
学
院
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
創
設
、
地
方
大

学
の
振
興
を
目
的
と
す
る
財
政
支
援
な
ど
、
大
学
改
革
を
促
進
す
る
た
め
の
補
助
金
等
の
充
実
を

図
る
こ
と
。 

 

五
、
第
五
期
科
学
技
術
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
科
学
研
究
費
助
成
事
業
ほ
か
各
種
競
争
的
経
費
の
増

額
を
図
る
と
と
も
に
、
競
争
的
に
配
分
さ
れ
る
政
府
の
全
て
の
研
究
経
費
に
つ
い
て
三
十
パ
ー
セ

ン
ト
の
間
接
経
費
を
確
実
に
措
置
す
る
こ
と
。 

 

六
、
国
公
立
大
学
自
ら
多
様
な
財
源
を
確
保
す
る
た
め
に
、
土
地
や
株
等
の
評
価
性
資
産
で
あ
っ
て

も
寄
附
し
や
す
い
税
制
改
正
を
図
る
こ
と
。 

 

右
決
議
す
る
。 

 

平
成
二
十
九
年
八
月
九
日 

国
公
立
大
学
振
興
議
員
連
盟 


